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9月定例会
第３回定例会は、９月３日から開会され、補正予算など16議案を、いず
れも原案どおり可決、５日は平成25年度各会計決算審査、11日に一般質
問等を行なって閉会しました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

会　　計　　名 　補　正　額 　総　　　　額

一般会計（第4号）※専決処分 　1千420万円 42億5千702万円

一 般 会 計（ 第 5 号 ） 　　9千145万円 43億4千847万円

国民健康保険特別会計（第 1 号） 　　1千231万円  6億1千404万円

介護保険特別会計（第 1 号）　　　　497万円  3億8千525万円

簡易水道特別会計（第 2 号）　　　　585万円  2億8千620万円

虔
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

に
　
　
　
１
千
４
２
０
万
円

　
８
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
の
大
雨

被
害
の
町
道
、
林
道
災
害
補
修
に

　(

※
一
般
会
計
補
正
第
４
号
８
月
12
日

専
決
処
分) 補

正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

虔
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　
移
転
・
備
品
購
入
に
補
助

１
千
０
８
４
万
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
旧
茂
岩
河
川
事
務

所
に
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
移
転
費
用
及

び
備
品
購
入
に
補
助

虔
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事

業
推
進
会
議（
仮
称
）に
補
助

２
０
０
万
円

虔
十
弗
沢
川
護
岸
補
修
工
事

に
　
　
　
　
　
６
２
０
万
円

虔
十
勝
川
河
畔
林
等
伐
採
物

処
理
に
　
　
　
９
７
０
万
円

　
河
畔
の
柳
・
海
岸
流
木
等
の
処
理

虔
土
地
改
良
事
業
に

　
　
　
　
９
２
０
万
円

　
農
道
・
明
渠
維
持
補
修
20
路
線

 

表
示
の
金
額
は
、
一
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

※
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く
い
と
ま

が
無
い
と
き
な
ど
、
議
会
に
か
わ
っ
て
町

長
が
処
分(

決
定)

す
る
こ
と

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
９
月
の
定
例
会

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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平成25年度　各会計の歳入歳出決算を認定
各会計の歳入歳出決算額

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額
繰越明渠費

繰越額
実質収支額

一 般 会 計 5,081,111,580 4,983,057,805 98,053,775 30,334,000 67,719,775

国民健康保険特別会計 　604,174,167 　568,430,775 35,743,392 　　　　　0 35,743,392

介 護 保 険 特 別 会 計 　377,118,514 　362,409,430 14,709,084 　　　　　0 14,709,084

後期高齢者医療特別会計 　 53,630,879    53,378,241    252,638           0    252,638

医 療 施 設 特 別 会 計   148,205,674   147,770,979    434,695           0    434,695

簡 易 水 道 特 別 会 計   281,742,313 278,078,146  3,664,167           0 3,664,167

公 共 下 水 道 特 別 会 計   223,611,464   221,761,631  1,849,833           0  1,849,833

【単位：円】

平成25年度一般会計ほか６特別会計の歳入歳出決算は、町監査委員の決算審査意見書と共に提
出され、本会議において審議を行った結果、各会計とも認定すべきものと決定しました。各会計
の決算額は、上記のとおりです。

平
成
25
年
度
決
算

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
昨
年
の
寄
付
額

は
い
く
ら
か
？

　
該
当
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
８
件

で
、
１
６
７
万
円
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納
税
者
に
特

産
品
を
送
る
こ
と
で
、
地
場
産
品
の

販
路
拡
大
な
ど
、
産
業
の
発
展
等
に
効
果

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
我
が
町
の
取

り
組
み
は
？

　
当
町
で
は
、
年
間
を
通
し
て
対
応

で
き
る
物
産
が
少
な
い
。
今
後
、
内

部
で
検
討
し
て
い
く
。

　
豊
小
の
暖
房
が
、
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
に
改
修
さ
れ
て
い
る

が
、
効
果
は
？

　
ま
た
、
教
室
以
外
の
ス
ペ
ー
ス
の
暖
房

に
問
題
は
な
い
か
？

　
ボ
イ
ラ
ー
が
老
朽
化
し
、
入
れ
替

え
の
必
要
が
あ
り
検
討
し
た
結
果
、

必
要
箇
所
を
暖
房
で
き
る
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ

を
採
用
。

　
燃
料
費
は
、
実
績
で
15
％
の
減
少
。

　
共
同
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
通
常
の
教
室
よ

り
大
型
の
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
。
特
に
問
題

は
な
い
。

　
物
産
直
売
所
は
好
評
で
、
品
切
れ

の
と
き
も
多
い
と
聞
く
が
？

　
物
産
所
は
、会
員
39
名
で
、金
、土
、

日
曜
日
の
週
３
日
開
店
し
て
い
る
。

午
前
中
で
品
切
れ
の
と
き
も
あ
る
が
、
農

作
業
等
の
従
事
の
た
め
、
な
か
な
か
補
充

で
き
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
物
産
直
売
所
の
会
員
数
を
増
や
す

こ
と
で
解
決
は
で
き
な
い
の
か
？

　
専
従
の
方
は
い
な
く
、
た
と
え
会

員
を
増
員
し
た
と
し
て
も
課
題
は

残
る
。　

物
産
直
売
所
の
運
営
で
、
荷
物
の

発
送
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い

部
分
が
あ
る
よ
う
だ
が
？

　
物
産
所
の
運
営
は
、
出
店
し
て
い

る
方
の
創
意
工
夫
が
必
要
。
施
設
は
町

で
整
備
し
た
が
、
運
営
に
つ
い
て
は
自
助
努

力
で
独
立
採
算
を
目
指
す
べ
き
。
施
設
的
な

も
の
は
で
き
る
だ
け
町
が
支
援
し
て
い
く
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
未
集

金
が
あ
る
が
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
な
の
に
な
ぜ
未
集
金
が
？

　
原
則
、
保
険
料
は
年
金
か
ら
引
か

れ
る
が
、
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た

３
ヶ
月
程
は
手
続
き
の
た
め
、
窓
口
納
付

と
な
る
。
未
納
者
に
は
何
度
も
説
明
し
、

現
時
点
で
の
未
納
金
は
な
い
。

主
な
審
議
内
容

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
平
成
25
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定　

ほ
か

役
場
だ
よ
り
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平
成
26
年
度
補
正
予
算
等

　
地
方
交
付
税
は
今
後
ど
う
推
移
す

る
の
か
？

　
本
年
度
は
、
前
年
度
に
比
較
し
、

約
２
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
事

業
展
開
に
は
基
金
の
取
り
崩
し
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
、
安
定

財
政
を
堅
持
し
た
い
。

　
国
は
、
地
方
再
生
に
取
り
組
む
姿

勢
な
の
で
、
財
政
的
な
支
援
を
強
く

働
き
か
け
て
は
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
財
政
確
保
の
た
め
、

各
町
村
協
力
し
て
、
国
に
働
き
か
け

る
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
除
雪
機
購
入
が

あ
る
が
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
管
理

は
？

　
今
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

い
た
が
、
事
務
所
移
転
に
あ
た
り
、
委
託

が
で
き
な
く
な
る
。
今
後
、
管
理
を
す
る

方
を
決
め
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
を
十
分
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
の
燃
料
費
の
追
加

は
？

　
当
初
、
プ
ー
ル
の
水
温
を
28
度
に

設
定
し
て
い
た
が
、
利
用
者
か
ら
寒

い
と
の
声
が
あ
り
、
30
度
に
変
更
し
た
の

と
、
施
設
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
湿
気

の
多
い
室
内
空
気
を
換
気
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
下
が
っ
た
室
内
温
度
を

上
げ
る
た
め
に
、
燃
料
費
を
追
加
し
た
。

昨
年
は
月
曜
日
を
休
館
日
と
し
て
い
た

が
、
今
年
は
、
休
館
日
を
な
く
し
た
の
で
、

開
館
日
数
も
増
え
て
い
る
。

　
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
散
水
車
購
入

で
、
事
故
等
の
対
策
は
？

　
ま
た
、
借
り
上
げ
と
購
入
と
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
差
は
？

　
保
険
は
、
自
賠
責
保
険
と
造
成
委

員
会
で
加
入
の
保
険
に
て
対
応
。
今

ま
で
、
造
成
委
員
の
車
を
借
り
上
げ
て
い

た
が
、今
後
、借
り
上
げ
が
不
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
購
入
予
算
を
計
上
し
た
。

　
十
勝
川
河
畔
林
等
伐
採
処
理
は
ど

こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る

の
か
？　

鹿
の
駆
除
の
た
め
伐
採
し
た
河
畔

林
の
柳
と
、
さ
け
定
置
網
漁
具
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
海
岸
に
集
積
さ
れ
た
流
木

を
処
理
。
処
理
方
法
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理

業
者
に
委
託
し
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
処
理
す
る
。

主
な
審
議
内
容

会議の詳細は

　　　　会議録で

　定例会や臨時会などの会議

の内容は、会議録に詳細に記

録されています。

　ご覧になりたい方は、町

ホームページを閲覧される

か、議会事務局へお問い合わ

せください。

　また、議会だよりの感想も

お待ちしております。

T E L　015-574-2222

FAX　015-574-3955

（議会事務局直通）

意　見　書

▷憲法解釈変更による「集団的自衛権の行使容

認」に反対する意見書

▷林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の

充実・強化を求める意見書

▷釧路地方裁判所帯広支部における労働審判の

実施を求める意見書

▷「手話言語法」の制定を求める意見書

原案どおり可決され、関係省庁に提出されました。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
主
な
審
議
内
容　

ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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町
内
の
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
、

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
町
農
業
改
良

推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
作
況
調
査
に

同
行
し
て
調
査
し
た
。

　
調
査
当
日
は
、
町
内
の
７
圃
場
６
作

物
に
つ
い
て
一
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草

丈
、
着
莢
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病

害
虫
の
発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て
天
候
に
恵
ま
れ
甜
菜
の
移
植

作
業
や
馬
鈴
薯
の
植
付
作
業
が
平
年
よ

り
早
く
終
わ
り
、
豆
類
に
つ
い
て
も
は

種
作
業
は
平
年
並
み
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
好
天
候
に
よ
り
、
順
調
に
生
育
し

て
い
る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状

況
は
、
豆
類
に
つ
い
て
は
、
莢
数
も
多

く
、
平
年
以
上
の
収
量
が
期
待
で
き
る

状
況
で
あ
る
。
甜
菜
に
つ
い
て
も
、
病

気
も
少
な
く
、
根
周
は
平
年
を
大
き
く

上
回
り
、
高
収
量
が
期
待
さ
れ
る
。
馬

鈴
薯
も
、
５
月
の
干
ば
つ
の
影
響
を
受

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
８
月
26
日
に
、「
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
」

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

け
生
育
が
停
滞
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

好
天
候
に
よ
り
平
年
並
み
の
収
量
が
見
込

ま
れ
る
。

　
牧
草
に
つ
い
て
、
１
番
草
は
、
生
育
、

生
収
量
と
も
に
平
年
並
み
。
２
番
草
は
順

調
に
生
育
し
て
い
る
。
デ
ン
ト
コ
ー
ン
は

平
年
以
上
の
生
育
で
、
台
風
の
影
響
が
な

け
れ
ば
良
質
な
も
の
が
確
保
で
き
る
も
の

と
期
待
で
き
る
。

　
な
お
、現
地
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、

す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し
た
秋
ま
き
小

麦
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
干
ば
つ
と
開
花

期
の
悪
天
候
の
影
響
で
、
平
年
を
下
回
る

収
量
と
見
込
ま
れ
る
。

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
今
後
の
台
風
等
に
よ
り
作
物

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
虫
害
に

よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に
よ
っ
て

は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
部
の
排
水
不
良
圃
場
に
お
い
て
は
生

育
不
良
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
町
的

に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排
水
な
ど
の
農

地
基
盤
整
備
対
策
や
、
平
成
20
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
土
層
改
良
を
目
的
と
し
た

排
水
不
良
圃
場
へ
の
泥
炭
土
の
受
け
入
れ

継
続
な
ど
、
安
定
的
な
収
量
確
保
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
本
格
的
な
収

穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
農
作
業
事
故
の

注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
関
係
機
関
等
を
と

お
し
て
指
導
を
徹
底
さ
れ
た
い
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

農作物作況調査

　
９
月
５
日
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
、
国
道
３
３
６
号
津
波
緊
急
避
難
場
所

と
、
大
津
港
町
築
山
津
波
緊
急
避
難
場
所

の
現
況
を
視
察
し
た
。

　　
３
３
６
号
避
難
場
所
は
、
昨
年
度
新

た
に
整
備
さ
れ
た
避
難
場
所
で
、
車
が

１
２
０
台
ほ
ど
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
、
発
電
機
等
の
災
害
備
品
も
設

置
さ
れ
る
。

　
大
津
築
山
避
難
場
所
は
、
取
り
付
け
道

路
の
整
備
状
況
を
確
認
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

津
波
緊
急
避
難
場
所
視
察

国道336号津波緊急避難場所

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト　

ほ
か

役
場
だ
よ
り
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

帯
広
方
面
へ

大
谷
　
友
則
　
議
員

Ｑ
　
現
在
、
町
内
を
運
行
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
帯
広
方
面
へ
運
行
で

き
な
い
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
平
成
21
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試

験
運
行
に
よ
り
３
ヶ
月
間
、
週
１
回
２
便

で
幕
別
駅
ま
で
運
行
し
た
が
、
利
用
者
は

数
名
だ
っ
た
。平
成
22
年
度
か
ら
は
町
内
、

豊
頃
駅
か
ら
町
立
医
院
へ
の
連
絡
の
み
を

運
行
。
平
成
23
年
度
に
、
町
内
業
者
が
予

約
制
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
方
式
で
帯
広
市
内

へ
の
路
線
を
10
ヶ
月
間
運
行
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
利
用
者
が
い
な
く
、
本
格
運
行
に

至
ら
な
か
っ
た
。

Ｑ
　
民
間
の
会
社
が
取
り
組
ん
だ
と
の
こ

と
だ
が
、
我
が
町
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
過
去
に
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
と
い

え
ど
も
状
況
は
変
化
し
て
い
る
。
将
来
に

向
か
っ
て
ど
う
考
え
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
内
で
は
高
齢
者
も
多
く
な
り
、
帯
広

へ
の
連
絡
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
頃
駅
を
経
由
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
時
間
が
か
か
る
の
も
現

実
。
各
団
体
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
内
は
自
分
で
運
転
で
き
る
が
、
帯

広
市
内
は
無
理
と
い
う
高
齢
者
も
多
く
、

安
心
し
て
豊
頃
に
住
み
続
け
る
た
め
に

も
、
今
後
、
是
非
と
も
、
帯
広
方
面
へ
の

バ
ス
運
行
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
！

Ａ
　
宮
口
町
長

　
で
き
る
だ
け
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
各
関
係
団
体
・
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

Ａ
　
岩
城
福
祉
課
長

　
本
町
で
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
は
64
名
で
、
そ
の
内
、
週
1
度
ま

た
は
2
度
の
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い
る

方
が
15
名
、軽
度
（
要
支
援
）
で
ヘ
ル
パ
ー

利
用
し
て
い
る
方
が
２
名
。

Ｑ
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
毎
日
受
け
て
い
る

方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
？

Ａ
　
岩
城
福
祉
課
長

　
サ
ー
ビ
ス
を
毎
日
受
け
て
い
る
方
は
い

な
い
。

Ｑ
　
ヘ
ル
パ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
看
護
師

の
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
で
は
？

Ａ
　
岩
城
福
祉
課
長

町内を運行しているコミュニティバス

グループホーム『光の家族』

地域密着型介護老人福祉施設『はるにれ Toyokoro』

高
額
な
利
用
料
の
介
護
施
設
入

所
者
に
対
す
る
助
成
制
度
は
？

津
久
井
　
精
一
　
議
員

Ｑ
　
療
養
型
の
介
護
施
設
は
待
機
者
も
多

く
、入
所
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ま
た
は
在
宅
介
護
に
頼
る
こ
と

に
な
る
。
町
内
で
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
？

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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医
師
の
指
示
に
よ
り
、
医
療
行
為
を
伴

う
訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
は
３
名
。

Ｑ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
低
料
金
で

利
用
で
き
、
待
機
者
も
多
く
、
入
所
が
困

難
。
ど
う
し
て
も
自
宅
で
介
護
で
き
な
い

場
合
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
し

か
な
い
が
、
負
担
費
用
が
高
額
で
、
国
民

年
金
受
給
額
だ
け
で
は
無
理
。
そ
の
よ
う

な
方
に
町
は
助
成
で
き
な
い
の
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
本
町
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
民
間
が

運
営
し
て
い
る
認
知
症
対
応
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
３
施
設
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、
介
護
保
険
の
補
足
給
付
が
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
居
住
費
や
食
費
等
の

入
所
費
用
で
負
担
が
高
額
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
増
加
が
予
想
さ

れ
る
認
知
症
の
方
々
の
対
応
に
は
必
要
な

施
設
。
今
後
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者

に
対
す
る
家
族
の
負
担
軽
減
な
ど
を
十
分

に
検
討
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者
の
負
担
軽
減
に
係

る
費
用
助
成
は
、
国
費
の
対
象
と
な
る
地

域
支
援
事
業
等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

今
年
度
中
作
成
予
定
の
、
第
６
期
高
齢
者

保
険
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
中

に
、
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

〔
８
月
〕

22
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
　
～
札
幌
市

26
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
農
作
物
作
況
調
査)

29
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

〔
９
月
〕　

３
日
　
第
３
回
定
例
会(

１
日
目)

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５
日
　
第
３
回
定
例
会(

２
日
目)

　
　
　（
決
算
認
定
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

11
日
　
第
３
回
定
例
会(

３
日
目)

　
　
　（
一
般
質
問
、
そ
の
他
）

14
日
　
滑
川
市
議
会
議
長
来
町

21
日
　
相
馬
市
議
会
議
長
来
町

〔
10
月
〕

17
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
員
研
修
　
　
　
　   

～
鹿
追
町

24
～
25
日
　
札
幌
豊
頃
会
　
　
～
札
幌
市

◎
今
後
の
予
定

〔
11
月
〕

8
～
10
日
　
東
京
豊
頃
会
　
　
～
東
京
都

11
～
12
日
　
全
国
議
長
大
会
　
～
東
京
都
　

〔
12
月
〕

中
旬
　
第
４
回
定
例
会

　
９
月
14
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
富
山
県
滑
川
市
議
会
岩
城
晶
巳
議
長
と

上
田
昌
孝
市
長
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
と
よ
こ
ろ
産
業
ま
つ
り
に

参
加
し
、
当
町
議
員
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
産
業
ま
つ
り
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
岩
城

議
長
、
上
田
市
長
は
当
町
の
特
産
品
の
あ

き
あ
じ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
十
勝
の
味
を
堪
能
し
て
当
町
を
あ
と

に
し
ま
し
た
。

　
９
月
21
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
福
島
県
相
馬
市
議
会
佐
藤
議
長
、
谷
津

田
議
会
事
務
局
長
、
金
森
建
設
部
長
が
来

町
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、相
馬
市
ゆ
か
り
の
二
宮
神
社
、

尊
親
翁
公
の
お
墓
を
参
拝
さ
れ
、そ
の
後
、

ハ
ル
ニ
レ
の
木
な
ど
豊
頃
の
名
所
を
見
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
十
勝
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
み
な

さ
ん
は
、
広
大
な
十
勝
平
野
の
風
景
と
畑

一
区
画
の
大
き
さ
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
ら

れ
な
が
ら
当
町
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

滑
川
市
議
会
議
長
来
町

相
馬
市
議
会
議
長
来
町

とよころ産業まつりで挨拶される岩城議長

尊親翁公墓前にて　金森部長・佐藤議長・谷津田局長

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽一
般
質
問
▽
議
会
日
誌

役
場
だ
よ
り


